
御津の「みどり」と「清流」を守る会

「 宇 甘 川 流 域 生 き 物 調 査 プ ロ ジ ェ ク ト 」

１.事業紹介

①.河川生物調査を実施

2010 年 10 月 30 日大野川調

査（午前）、宇甘川調査（午後）、

参加者 70 名。

②.猛禽類調査を実施

2011 年 1 月 26 日第 1 回講習

会、参加者 24 名。2 月 12 日第

2 回講習会、参加者 18 名。19

日第 1 回定点観測、調査員 23

名。26 日第 2 回定点観測、調査

員 22 名。3 月 5 日定点観測まと

め会、参加者 15 名。12 日オオ

タカ営巣集中調査１、調査員 16

名。13 日オオタカ営巣集中調査

２、調査員 10 名。26 日オオタ

カ営巣集中調査３、調査員 14

名。オオタカ営巣集中調査は記

載した日程以外にも、少数・個

人で随時行いました。

各調査終了時にはミーティン

グを行い、次回の調査ポイント

などを打ち合わせしました。

２.この活動によって達成され

た成果

地域住民と専門家が共同で

調査を行うことで、お互いの持

つ情報と知識が繋がりを見せ、

良い成果を残せたと思います。

成果が出ることにより、地域全

体に野生動植物、自然環境に対

する興味が広まりました。

①.河川生物調査

地区住民の「谷川で、川にい

るドジョウとは違うもの昔見た

ことがある」との話から、NPO

岡山淡水魚研究会が追加調査を

実施したところ、大野川支流部

でナガレホトケドジョウ（絶滅

危惧 IＢ類 EN）を確認しました。

②.猛禽類調査

猛禽類についての知識がなか

った者が、専門家からの講習や

指導をうけることで、猛禽類へ

の興味も増し、猛禽類の種類の

判別がある程度行えるようにな

り、調査方法についても理解す

ることができました。

2 回行った定点観測では、オ

オタカ（絶滅危惧 II 類 VU）、

クマタカ（絶滅危惧 IＢ類 EN）、

ハイタカ（準絶滅危惧 NT）、ノ

スリを確認し、オオタカ、クマ

タカについては、複数のポイン

トで行動が繋がり、利用域の特

定がある程度行えました。

また、地域の地形を再確認す

ることもできました。

調査を行った地域では、以前

にオオタカの営巣が確認されて

います。今回の調査結果からみ

て、営巣の可能性が非常に高い

ことから、産卵に向けて警戒が

強まるまでの期間、オオタカ営

巣集中調査を行うことになりま

す。

営巣集中調査を 3 回行いまし

たが、成果を上げることはでき

ませんでした。今後も継続して

営巣調査を実施しますが、オオ

タカの警戒が強まる時期になる

ので、少人数での調査を主体に

行っていく予定にしています。

猛禽類調査を実施中には、猛

禽類以外の鳥類に度々出会うこ

とできることから、鳥類全体に

ついての知識を深める必要性を

感じました。

また、猛禽類調査は広いエリ

アを対象に行うため、地域の特

徴ある地点で新たな発見を行う

ことがあります。今回の猛禽類

調査では、地域ため池でイチョ

ウウキゴケ（絶滅危惧 I 類）を

岡山野生生物調査会が確認する

ことに繋がりました。

助成活動報告

ナガレホトケドジョウ

（絶滅危惧１B 類）


